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学位論文内容の要旨
経口メサラジン/サラゾルスファピリジン(SASP)製剤は潰瘍性大腸炎(UC)治療の基本薬で
ある。本邦では現在 3 種類のメサラジン製剤と SASP を用いることができる。メサラジン
/SASP から他の製剤へのスイッチの有効性についてはよくわかっていないのが現状である。
本研究では 3 種類のメサラジン製剤および SASP のスイッチの有効性につき検討を行った。 
【方法】




88 症例 106 回のスイッチを対象とし、メサラジンから SASP へのスイッチ、メサラジン同
士のスイッチ、SASP からメサラジンへのスイッチの 3 群に分けて解析を行った。2 ヵ月後
の有効性はメサラジンから SASP：23/59(59%)、メサラジン同士：18/55(33%)、SASP から
メサラジン：2/12(17%)であった。有効であった 43 症例のうち 9 例は遅れて無効もしくは
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